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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート１

事業名 介護予防・生活支援サービス事業 結果 △

現状と課題

具体的な取組

高齢化の進展に伴い虚弱がみられる高齢者が増加するなかで、閉じこもり解消のため

に外出機会を要する者や、介護サービスの利用までは要さないが何らかの介護予防の取

組が必要と判断される者などに対して、自立支援、介護予防、悪化防止のための介護予

防・生活支援サービスの実施が必要となっている。本市における介護予防・生活支援サ

ービスとして、通所型サービスＡ（温泉教室）を実施することにより、有効な外出機会、

通所による運動機能の向上、栄養改善、口腔機能の向上、参加者の交流促進等を図る。

事業内容

取組実績

① 介護予防・生活支援サービスの実施

② 介護予防ケアマネジメントの実施

③ 通所型サービスＡ（温泉教室）の実施

Ｈ30年度 R元年度 R2年度（予算）

訪問介護

相当サービス

件数 1,802件 1,825件 1,914件

給付費 30,970,423円 30,961,966円 33,430,664円

通所介護

相当サービス

件数 3,076件 3,211件 3,270件

給付費 90,293,945円 94,014,817円 99,464,578円

Ｈ30年度 R元年度 R2年度(予算)

ケアマネジメントA 2,900件 3,143件 3,000件

ケアマネジメントB 574件 253件 ０件

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

実施回数
計画 120回 120回 120回

実績 120回 74回 70回

延参加者数

実人数（計画） 69人 69人 69人

実人数（実績） 62人 29人 30人

延人数（計画） 1,800人 1,800 人 1,800 人

延人数（実績） 1,664人 768人 700人

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

回数 延人数 回数 延人数 回数 延人数

介護予防講座
計画 6回 84人 6回 84人 6回 84人

実績 6回 90人 6回 21人 ４回 30人

栄養講座
計画 6回 84人 6回 84人 6回 84人

実績 6回 86人 6回 0人 ４回 30人

歯科講座
計画 6回 84人 6回 84人 6回 84人

実績 6回 84人 4回 41人 ４回 30人

温泉講座
計画 3回 42人 3回 42人 3回 42人

実績 0回 0人 0回 0人 ０回 0人
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート１

課題と対応策

① 介護予防・生活支援サービスの実施（Ｐ21）

引き続き、地域の関係者により構成する協議体を組織しての検討や、市内事業者など

関係団体からの意見等を踏まえて、地域の実情に応じた多様なサービスの充実を図りま

す。

② 介護予防ケアマネジメント（Ｐ22）

ケアプラン作成数の増加が見込まれ、安定した介護支援専門員の確保が必要である。

ケアプランの充実を図るため、自立支援型サポート会議を活用しながら、要支援者の自

立支援に向けたケアマネジメントが実施できるようにする。

※ シート８ 地域包括支援センターによる支援 にも同様の内容があります。

③ 通所型サービスA（温泉教室）（Ｐ23）

【課題】

通所型サービスAは、平成３０年度まで滝川ふれ愛の里で実施していたが、委託先

より事業継続困難との申し出があり、令和元年度からは会場を三世代交流センターに変

更して行った。これまで、温泉入浴ができることがメリットであったため、参加者が減

った。特に男性利用者が０人となった。

【対応策】

令和２年度から一般介護予防事業として行う。介護予防係と連携し、いきいき百歳体

操に行けなくなった人や近くに会場がない人の利用を進め、通所者の拡大を図る。

また、体操、茶話会以外のメニューについても検討し、男性も参加しやすい教室内容

にする。

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

回数 延人数 回数 延人数 回数 延人数

屋外活動
計画 6回 84人 6回 84人 6回 84人

実績 9回 126人 2回 17人 ２回 15人

行事（1日）
計画 3回 42人 3回 42人 3回 42人

実績 3回 46人 0回 0人 ０回 ０人
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート２

事業名 介護予防把握事業 結果 ◎

現状と課題

具体的な取組

高齢化が進展するなかで、特に高齢者単身世帯や認知症高齢者の増加が顕著となっ

ている。これらの高齢者は、問題の露見が遅れ深刻化につながりやすいことから、関係

機関や地域との連携の上で積極的に状況の把握を行い、早期に各種サービスを紹介す

るなど、対応が必要となっている。

保健・医療・福祉の関係部門や地域における関係者と連携し、以下のような機会を活用

して、基本チェックリストを用いて介護予防が必要と思われる高齢者の健康状態など

を把握し、地域体操教室や通所型サービスＡ（温泉教室）、歯科検診・相談、栄養相談

や料理教室の紹介などを実施する。

・75歳以上で介護サービスを利用していない在宅高齢者の訪問調査

・介護予防講座や温泉健康セミナーなどの参加者

・本人や家族からの窓口や電話での相談

・主治医や民生委員など関係機関や地域からの提供情報

・要介護認定における非該当者の情報

事業内容

取組実績

① 介護予防把握事業

※ 毎年調査対象地区を設定し計画的に実施

課題と対応策

① 介護予防把握事業（Ｐ24）

【課題】

平成３０年度までは予定通りの実施数であったが、令和元年度の終わりから新型コ

ロナウイルス感染拡大のため、訪問調査を中止し、実施件数が目標を下回った。

【対応策】

事前にアンケート用紙を投函し、各自記入してもらい後日回収するという、感染予

防に努めた調査方法により訪問調査を実施する。

調査員一人で回る件数には限りがあるため、見守り安心ネットワーク協力団体の協

力を得ながら、高齢者の見守りと異変の早期発見に努める。

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

基本チェック

リスト実施数

計画 1,315 人 1,315 人 1,315 人

実績 1,323 人 1,140 人 1,140 人
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート２
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート３

事業名 介護予防普及啓発事業 結果 ◎

現状と課題

具体的な取組

全国的に高齢化が進展するなかで、中空知地域は産炭地として発展してきた歴史

的・地理的背景などにより道内でも高齢化率の高い地域となっている。そのため、今後

団塊の世代の75歳到達などによりさらに介護サービス給付の増大が予想される状況

において、介護予防普及啓発事業の意義がますます高まっているところであり、より

一層の推進が必要となっている。

ア 介護予防講座…日常生活の機能向上、介護予防意識の向上等を図るため介護予

防に関する知識や情報を提供する

イ 運動チャレンジ教室（生涯げんき教室）…運動による体力づくり、転倒予防な

どの介護予防を促進するため民間の温水プールを活用した水中運動や自宅で継続

可能な運動の技術的な指導を実施する

ウ 温泉健康セミナー…閉じこもり予防と入浴等による健康維持のため実施する

エ 料理作りのつどい…低栄養状態の予防、自立した日常生活を推進する

オ 高齢者口腔ケア教室…健康維持と介護予防において重要な口腔機能を低下させ

ないため市内老人クラブ等を対象として口腔内観察、健康講話、口腔ケアなどを

実施する

カ 老人クラブ巡回相談…介護予防・健康増進等を支援するため身近な場所で看護

師による専門的な健康相談を受ける機会を提供する老人クラブ巡回相談

事業内容

取組実績

ア 介護予防講座

イ 運動チャレンジ教室（生涯げんき教室）

ウ 温泉健康セミナー

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

開催回数
計画 15回 17回 20回

実績 31回 39回 5回

延参加者数
計画 350人 400人 450人

実績 712人 982人 50人

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

実施回数
計画 24回 24回 24回

実績 24回 24回 24回

実参加者数
計画 50人 50人 50人

実績 50人 29人 20人

延参加者数
計画 450人 450人 450人

実績 457人 415人 200人

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

開催回数
計画 3回 3回 3回

実績 ２回 0回 ０回

延参加者数
計画 60人 60人 60人

実績 19人 0人 ０人
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート３

エ 料理作りのつどい・地域料理教室

オ 高齢者口腔ケア教室

カ 老人クラブ巡回相談

課題と対応策

ア 介護予防講座（Ｐ24）

一般市民向けやいきいき百歳体操会場にて、栄養改善や口腔機能改善などの介護

予防講座の希望も増えおり、今後は、特定検診や後期高齢健診の結果を踏まえた

地域課題に合わせた内容の検討する。

イ 運動チャレンジ教室（生涯げんき教室）（Ｐ25）

内容や募集時期、新型コロナウィルス感染症拡大防止を含め事業を見直す。

ウ 温泉健康セミナー（Ｐ26）

地域における介護予防講座の回数を増やすことで、予防効果を補うこととした。

エ 料理作りのつどい・地域料理教室（Ｐ26）

新型コロナウィルス感染症対策を含めて参加人数や目標数について検討する。

オ 高齢者口腔ケア教室（Ｐ27）

市内老人クラブやいきいき百歳体操会場や町内会等など参加者数の確保に努め

る。新型コロナ感染症対策を、直接口腔内に触れる体験等の内容は見直す。

カ 老人クラブ巡回相談（Ｐ27）

老人クラブの状況に合わせて、定期的（月１回～数カ月に１回）に看護師が訪問し

健康教育や血圧測定を実施してきた。毎年、老人クラブが減ってきているが、ひき

続き看護師が巡回し、高齢者の健康相談や健康維持のための相談を実施する。

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

料理作りのつどい

開催回数

計画 12回 12回 12回

実績 12回 10回 ９回

地域料理教室

開催回数

計画 4回 4回 4回

実績 ２回 １回 １回

延参加者数
計画 296人 296人 296人

実績 174人 150人 100 人

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

開催回数
計画 30回 30回 30回

実績 30回 31回 15回

延参加者数
計画 600人 600人 600人

実績 495人 522人 250人

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

相談実施回数
計画 195回 195回 195回

実績 176回 150回 120回

延参加者数
計画 2,200人 2,200人 2,200人

実績 2,076人 1,719人 1,200人
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート４

事業名 地域介護予防活動支援事業 結果 ◎

現状と課題

具体的な取組

2025年に向けた地域包括ケアシステムの構築を進める上で、地域における介護予

防拠点・住民主体の通いの場の整備及びその推進が重要視されているところである。

本市において重要な地域資源となっている「地域体操教室（いきいき百歳体操教室）」

のさらなる推進や、高齢者による各種社会参加活動の支援・拡充等を図ることにより、

高齢者の自立支援、介護予防・重度化防止のための取組を効果的に推進していく必要

があると考えられる。

ア・イ 地域体操教室（いきいき百歳体操教室）、サポーター養成講座…地域におけ

る介護予防拠点・住民主体の通いの場として、「いきいき百歳体操サポーター養成

講座」を修了したサポーター（ボランティア）が中心となり、町内会、老人クラブ

などと協力して、各種体操（運動機能、口腔機能、認知機能低下予防）や茶話会な

どのサロン活動等を行う

ウ 支えあい・いきいきポイント事業…高齢者の社会参加活動と介護予防活動を通

じた地域における介護予防の推進を図るためボランティア活動を行った者や地域

体操教室の参加者に対し、活動に応じたポイントを付与し、還元を行う

エ 生きがいと健康づくり事業…高齢者の生きがいづくりと健康の維持・増進に資

するため老人クラブが行う道路、公園、公共施設等の環境整備活動を支援する

オ 自立支援短期宿泊事業…家族の負担軽減又は緊急時の対応のため一時的な施設

入所サービスを提供する

④ 一般介護予防事業評価事業…地域の実情に応じた効果的かつ効率的な介護予防

の取組を推進するため、定期的に介護予防の取組状況に関する評価を行う。

⑤ 地域リハビリテーション活動支援事業…高齢者の状態に合わせた自立支援、介

護予防、要介護状態の軽減・重度化防止を強化するため、リハビリテーション専

門職の体制を強化し介護サービスからの卒業や自立を支援する

事業内容

取組実績

ア 地域体操教室（いきいき百歳体操教室）

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

開催地区数
計画 26地区 29地区 32地区

実績 26地区 28地区 28地区

延実施回数
計画 1,130回 1,250回 1,370回

実績 1,127 回 1,150回 800回

参加者

実人数
計画 700人 750人 800人

実績 713人 698人 600人

延人数
計画 14,800人 16,000人 17,000人

実績 19,122 人 18,978人 1２,000人

サポーター

実人数
計画 170人 185人 200人

実績 173人 191人 200人

延人数
計画 4,800人 5,000人 5,300人

実績 5,810 人 5,814人 3,000人
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート４

（いきいき百歳体操交流大会）

イ サポーター養成講座

（サポータースキルアップ講座・情報交換会研修）

（介護サービス事業所等職員研修会）

ウ 支えあい・いきいきポイント事業

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

参加者数
計画 300人 320人 320人

実績 243人 274人 未定

90歳以上表彰者数
計画 8人 8人 8人

実績 10人 12人 8人

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

講座開催回数
計画 2回 2回 2回

実績 2回 ２回 2回

実参加者数
計画 30人 30人 30人

実績 16人 15人 20人

修了者総数（H18～）
計画 284人 314人 344人

実績 270人 285人 334人

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

開催回数
計画 3回 3回 3回

実績 ３回 ２回 3回

延参加者数
計画 130人 140人 150人

実績 188人 127人 150人

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

実参加者数
計画 10人 10人 10人

実績 11人 12人 10人

修了者総数（H19～）
計画 110人 120人 130人

実績 111人 123人 130人

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

支えあいポイント

登録者数

計画 230人 240人 250人

実績 237人 251人 250人

いきいきポイント

登録者数(配布数)

計画 500人 600人 700人

実績 651人 741人 740人

施設等登録件数
計画 16件 18件 18件

実績 53件 53件 53件
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート４

エ 生きがいと健康づくり事業

オ 自立支援短期宿泊事業

④ 一般介護予防事業評価事業

地域の実情に応じた効果的かつ効率的な介護予防の取り組みを推進するため、定

期的に介護予防の取り組み状況等に関する評価を実施。

介護保険事業計画において定める目標値の達成状況などの検証を通じ、定期的に

介護予防の取組状況に関する評価を実施し、介護予防事業の改善を行った。

⑤ 地域リハビリテーション活動支援事業

・作業療法士、歯科衛生士、栄養士などが、下記の会議などに関与した。

ア 地域ケア会議やサービス担当者会議

イ 住民主体の通いの場への関与（いきいき百歳体操等）

ウ 通所サービスや訪問サービスへの関与

・市内のリハビリテーション専門職の医療介護連携のために、自立支援をテーマ

とした学習会や施設見学会などを実施した。

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

参加クラブ数
計画 16クラブ 16クラブ 16クラブ

実績 15クラブ 14クラブ 15クラブ

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

利用者数
計画 1人 1人 1人

実績 0人 １人 １人
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート４

課題と対応策

ア 地域体操教室 （いきいき百歳体操教室）支援事業等（Ｐ28）

高齢者の介護予防の主軸であり、サポーターの確保や地域の理解・協力が必須と

なっている事業であり、今後における開催地区増加等のため、より一層の意識醸

成を要する。

イ いきいき百歳体操サポーター養成講座（Ｐ29）

いきいき百歳体操会場数が増えていないことから、参加者が少なくなっている。

現在、サポーター活動をしている方が高齢化してきていることから、今後も啓蒙

啓発などを行う。

ウ 支えあい・いきいきポイント事業（Ｐ30）

開始して3年目となり参加者も増えている。今後もより効果的な事業としていく

ため、ボランティアセンター関係者及びいきいき百歳体操教室関係者との連携を

深め、制度の検証を行う。

エ 生きがいと健康づくり事業（老人クラブによる地域活動支援）（Ｐ31）

老人クラブが行う道路、公園、公共施設等の環境整備活動を支援する事業である

が、老人クラブ会員数が減少傾向にあり、事業への参加者数が少なく、参加クラ

ブ数を維持することが困難になりつつある。

花壇の維持管理などの作業が身体機能の低下や介護予防につながることから、老

人クラブだけでなく、町内会などからの協力をいただき、老人クラブへの参加促

進のための検討が必要。

オ 自立支援短期宿泊事業（Ｐ31）

入所施設の空き部屋との兼ね合いがあるため、緊急時に対応できないことも見込

まれるが、家族の負担軽減や緊急時にサービスが提供できるよう、町内会、民生

委員等との連携を図るとともに、市民への周知に努めます。

④ 一般介護予防事業評価事業（Ｐ32）

今後も、介護保険事業計画において定める目標値の達成状況などの検証を通じ、

定期的に介護予防の取組状況に関する評価を実施・改善を行う。また、増加する

高齢者に対して予防に資する事業について検討する。

⑤ 地域リハビリテーション活動支援事業（Ｐ32）

高齢者の自立支援、介護予防、要介護状態の軽減・重度化防止の強化のため、リ

ハビリテーション専門職の関与を強化する。

また、市内の医療機関や介護保険事業所のリハビリテーション専門職の医療介

護連携を深めるための事業を継続して実施する。
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート５

事業名 健康づくりによる介護予防の推進 結果 ◎

現状と課題

具体的な取組

口腔機能の維持・向上、生活習慣病予防等の健康教育と介護予防との間においては

密接な関係性があることから、保健師、歯科衛生士などの専門職による訪問調査・指導

など健康づくりからのアプローチによる介護予防を進めていく必要がある。

（１）障がい者等歯科保健医療サービス推進事業…心身に障がいがあり歯科治療や

歯科指導を受けることが困難な者に対し、口腔機能の維持・向上を図るため、介

護サービス事業所等との連携及び歯科医会の協力により訪問実態調査、口腔衛生

指導、歯科検診等を実施する

（２）生活習慣病予防・介護予防に関する健康教育事業…生活習慣病や要介護状態

等の予防、健康づくりの知識の普及を図るため、青壮年期からの健康の保持・増

進を目的として各種健康教育を実施する

（３）生活習慣病予防・介護予防のための訪問指導事業…健康相談や健康診査など

により発見された療養上の保健指導が必要な高齢者・その家族を訪問し、健康に

関する問題の総合的把握や必要な指導を行う

事業内容

取組実績

（１）障がい者等歯科保健医療サービス推進事業

※訪問歯科検診は、訪問実態調査の結果、必要者に対して行うものでH29・

30は必要者が生じなかったため、実施していない。

（２）生活習慣病予防・介護予防に関する健康教育

（ヘルシーエクササイズ）

（依頼による健康教室）

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

訪問実態調査
計画 20人 20人 20人

実績 26人 20人 20人

訪問口腔衛生指導
計画 150人 150人 150人

実績 137人 102人 100人

訪問歯科検診
計画 1人 1人 1人

実績 0人 0人 1人

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

回数
計画 43回 43回 43回

実績 42回 40回 31回

延人数
計画 2,800人 2,800人 2,800人

実績 2,734人 2,315人 1,240人

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

開催回数
計画 10回 10回 10回

実績 10回 ９回 10回

延参加者数
計画 300人 300人 300人

実績 481人 528人 300人
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート５

（３）生活習慣病予防・介護予防に関する訪問指導

課題と対応策

（１）障がい者等歯科保健医療サービス推進事業（Ｐ33）

訪問口腔衛生指導について、口腔内の問題が大きくなってからの相談が多いた

め、より早期からの介入ができるよう関係機関と連携を図る。

（２）生活習慣病予防・介護予防に関する健康教育事業（Ｐ33）

ヘルシーエクササイズは利用者が増えており運動の継続の場となっている。今

後は新型コロナウィルス感染防止対策に努めながら、運動機会が確保できるよう

継続する。

（３）生活習慣病予防・介護予防のための訪問指導事業（Ｐ34）

後期高齢者検診の事後支援が不十分であるが、今後は、ＫＤＢデータを活用し

た保健事業と介護予防の一体的な実施を検討し、75歳以上の生活習慣病予防や

個別支援について検討する。

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

40～64歳
計画 50件 50件 50件

実績 121件 50件 50件

65～69歳
計画 70件 70件 70件

実績 127件 98件 70件

70歳以上
計画 90件 90件 90件

実績 86件 104件 ９0件

計
計画 210件 210件 210件

実績 334件 251件 210件
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート６

事業名 その他の生活支援事業の推進 結果 ◎

現状と課題

具体的な取組

高齢化が進展するなかで、高齢者単身世帯や高齢者夫婦世帯、認知症高齢者などの増加

が顕著となっている。このような状況において、高齢者の安否確認を含めた各種生活支援

のための事業の重要性がますます高まっているところであり、より一層の推進が必要とな

っている。

（１）独居老人友愛訪問サービス事業…高齢者単身世帯に対し乳酸菌飲料の配達と安否

確認を実施する

（２）食の自立支援事業…食生活の改善が必要な高齢者世帯に対し夕食の配達と安否確

認を実施する

（３）福祉除雪ヘルパーサービス事業（コミュニティ除雪事業）…高齢者世帯に対する

冬期間の在宅生活支援のため、居宅に除雪事業者を派遣する及び地域団体に小型除雪

機を貸与する

（４）緊急通報システム整備事業…高齢者世帯に対し緊急時において消防署に通報する

装置の貸与を行う

（５）救急医療情報キット配付事業…高齢者世帯に対し緊急時に備えかかりつけ医、緊

急連絡先等を記載し冷蔵庫等に貼付する情報キットの配付を行う

（６）老人福祉電話貸与事業…高齢者世帯に対し緊急時の連絡手段を確保するため電話

加入権の貸与を行う

（7）敬老特別乗車証事業…高齢者の外出機会拡大や交通弱者支援等を目的として、75

歳以上の高齢者の希望者に対し、北海道中央バス及び空知中央バスの市内路線の乗車

料金が100円となる乗車証を交付しています。

（８）老人特定目的住宅安否確認事業…老人特定目的住宅に入居している高齢者世帯に

対し朝夕の安否確認や緊急時の対応等のサービスを提供する

（９）はいかい高齢者等位置探索システム助成事業…はいかいの心配のある高齢者に対

しＧＰＳ等による位置探索システムの導入初期費用の一部を助成する

（10）自立支援用具購入費等給付事業…要介護認定等の結果が「非該当」である者のう

ち転倒の危険性が高い高齢者に対し福祉用具購入及び住宅改修費用の一部を給付する

（11）一時帰宅支援費給付事業…介護保険施設又は医療機関に入所等している要介護

認定者等に対し在宅復帰に向けた外泊のために必要な福祉用具・医療用具の貸与及び

訪問介護費用の一部を給付する
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート６

事業内容

取組実績

（１）独居老人友愛訪問サービス事業

（２）食の自立支援事業

（３）福祉除雪ヘルパーサービス事業

（コミュニティ除雪事業）

（４）緊急通報システム整備事業

（５）救急医療情報キット配付事業

（６）老人福祉電話貸与事業

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

利用世帯数
計画 120世帯 122世帯 125世帯

実績 100世帯 109世帯 125世帯

延実施回数
計画 28,380回 28,860回 29,580回

実績 23,016 回 25,131 回 30,250 回

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

利用人数（月平均）
計画 65人 63人 62人

実績 65人 69人 75人

延実施回数
計画 12,600食 12,200食 12,000食

実績 13,255食 14,390食 15,300食

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

利用世帯数
計画 350世帯 350世帯 350世帯

実績 345世帯 334世帯 377世帯

延実施回数
計画 8,400回 8,400回 8,400回

実績 9,549 回 7,309回 8,400回

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

貸与団体数
計画 3団体 3団体 3団体

実績 2団体 ２団体 ２団体

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

延貸与者数
計画 2,130人 2,130人 2,150人

実績 1,635 人 1,356人 1,368人

月平均貸与者数
計画 177人 177人 180人

実績 136人 113人 114人

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

配付世帯数
計画 25世帯 25世帯 26世帯

実績 112世帯 158世帯 150世帯

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

延利用者数
計画 60人 60人 48人

実績 63人 49人 48人
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート６

（７）敬老特別乗車証事業

高齢者の外出機会拡大や交通弱者支援等を目的として、75歳以上の希望者に対し、

市内バス路線の乗車料金が100円となる乗車証を交付した。また、敬老特別乗車証の

利用実態把握を行い、高齢者が住み慣れた地域で安心して在宅生活を維持できるよう

に事業を実施した。

（８）老人特定目的住宅安否確認事業

（９）はいかい高齢者等位置探索システム助成事業

（10）自立支援用具購入費等給付事業

（11）一時帰宅支援費給付事業

月平均貸与者数
計画 5人 5人 4人

実績 5人 ４人 4人

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

交付対象者数 6,825人 7,218人 7,347人

延べ利用回数 166,776回 152,872回 155,605回

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

延利用件数
計画 540件 540件 540件

実績 522件 530件 540件

延確認回数
計画 24,450回 24,450回 24,450回

実績 21,829 回 24,450 回 24,450 回

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

利用者数
計画 ２人 ２人 ２人

実績 2人 ０人 １人

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

利用件数
計画 2件 2件 3件

実績 0件 0件 3件

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

利用件数
計画 2件 2件 3件

実績 3件 1件 3件
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート６

課題と対応策

（１）独居老人友愛訪問サービス事業（Ｐ35）

不在時の事前連絡が徹底されず、配達を行う訪問員が、単なる外出による不在であ

るのか、異常が発生したことにより応答がないのか分からず困惑するというケースが

増大していることから、改めて利用者のみなさんへ事業の目的等の制度理解を図る必

要がある。

（２）食の自立支援事業（Ｐ35）

非常に効果のある事業であることから、事業のＰＲに努め、利用者の増加を図って

いきたい。

（３）福祉除雪ヘルパーサービス事業（Ｐ36）

間口を広く除雪して欲しいなどの利用者の方からの要望の増加と、限られた時間内

で除雪を行わなければ市内全域の除雪ができない状況との調整が難しいことがある。

上記３事業は、安否確認を含めた事業となっており、高齢化が進展し高齢者単身世帯

が増加する状況から、事業の必要性をPRし、より一層の推進に努める。

（４）緊急通報システム整備事業（Ｐ37）

さらに多くの方にご利用いただけるようＰＲに努めていきたい。

（５）救急医療情報キット配付事業（Ｐ37）

新たに対象となられる方へのＰＲ、記載されている情報の更新。

（６）老人福祉電話貸与事業（Ｐ38）

携帯電話の普及により新規利用者も見込めない為、将来的な事業の廃止について

検討を要する。

（７）敬老特別乗車証事業（Ｐ38）

令和 2年度から令和 3年度にかけて利用実態調査を実施し、事業費の見直し、高

齢者の外出支援策にについて引き続き検討していく

（８）老人特定目的住宅安否確認事業（Ｐ39）

上記３事業は、虚弱な高齢者が万一に備え、在宅生活を安心して過ごせる事業の為、

積極的なPRに努める。

（９）はいかい高齢者等位置探索システム助成事業（Ｐ39）

【課題】

定期的に充電し本人に持たせる必要がある商品が多いため、なかなか利用につなが

らない。

【対応策】

現在使っている機器以外の物の情報収集を行い、個別の状況に応じた商品を紹介で

きるようにする。

（10）自立支援用具購入費等給付事業（Ｐ40）

【課題】

要介護認定の結果が「非該当」と判定された方のうち、転倒の危険性が高い方が対

象となる事業であり、必要性の高い方については概ね要介護認定が該当するため、

利用希望者が少ない事業である。

【対応策】

引き続き地域包括支援センター等の関係機関との連携を図り、制度の周知及び利用

希望者の把握に努める。
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート６

（11）一時帰宅支援費給付事業（Ｐ40）

【課題】

介護保険施設又は医療機関に入所等している要介護認定者が一時的に帰宅する際

に必要な福祉用具等の貸与に対する支援であるため、対象者が少なく、利用者の予

測がつきにくい事業である。

【対応策】

引き続き医療機関等との連携を図り、制度の周知及び利用希望者の把握に努める。
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート６
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート７

事業名 家族介護者への支援の充実 結果 ◎

現状と課題

具体的な取組

高齢化や核家族化、人口減少などを背景とした社会の世帯構造の変化が著しい状況

下において、要介護者のみならず家族介護者を含めて、安心してその人らしい生活を

継続できるようにするため、家族介護者の精神的・身体的・経済的負担を軽減するため

の家族介護者支援事業の意義がますます高まっているところであり、より一層の推進

が必要となっている。

（１）介護者サロン…介護者の心身のリフレッシュを図り介護負担の軽減につなげ

るため開催する

（２）家族介護用品支給事業…要介護度３以上の認定を受けた排尿・排便全介助の要

介護者を在宅で介護する家族等に対し介護用品を支給する

（３）リフト付きタクシー等利用料助成事業…要介護度３以上の認定を受けた寝たき

り等により移動が困難な要介護者に対しリフト付きタクシー等の利用料を助成す

る

事業内容

取組実績

（１） 介護者サロン

（２） 家族介護用品支給事業

（３） リフト付きタクシー等利用料助成事業

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

開催回数
計画 6回 6回 6回

実績 ５回 ５回 ５回

延参加者数
計画 100人 100人 100人

実績 82人 100人 100人

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

受給者数
計画 16人 16人 17人

実績 14人 1５人 1５人

利用枚数
計画 786枚 786枚 814枚

実績 640枚 6８4枚 840枚

Ｈ30年度 R元年度 R2年度

受給者数
計画 13人 14人 14人

実績 13人 13人 10人

助成額
計画 136,200円 143,800円 143,800円

実績 175,100円 191,600円 240,000円
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第７期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート７

課題と対応策

（１）介護者サロン（Ｐ41）

【課題】

一度参加すると継続する人が多いが、参加につながるまでに時間がかかる。介

護負担を感じている介護者は潜在的にもっと多くいると思われる。また、介護

者も、妻、夫、娘、息子、嫁等、その立場により抱える課題が違っている。目

標の回数に達しなかったのは、平成３０年度は胆振東部地震直後の休止、令和

元年度は新型コロナウイルス感染拡大による中止によるものである。

【対応策】

居宅介護支援事業所の介護支援専門員に協力を依頼し、広く周知に努める。認

知症サポーター養成講座受講後の活動団体「オレンジ倶楽部」の協力を得なが

ら、介護者にとって参加しやすい内容・体制をとる。

（２）家族介護用品支給事業（Ｐ41）

【課題】

国から交付金対象となる地域支援事業としては事業の廃止・縮小を指示されて

おり、今後の事業継続について検討を要する。

【対応策】

第８期計画に向け、今後の制度の在り方について検討を行う。

（３）リフト付きタクシー等利用料助成事業（Ｐ42）

【課題】

家族介護用品支給事業と同様に利用者数は減少傾向であり、家族介護用品支給

事業の今後の方向性と併せて事業の在り方を検討する必要がある。

【対応策】

第８期計画に向け、家族介護用品支給事業と併せて今後の制度の在り方につい

て検討を行う。
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